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教
区
婦
人
会
で
は
、
去
る
11
月
25
日
か
ら
27

日
に
か
け
て
「
第
30
回
女
子
青
年
大
会
」
バ
ス

団
参
を
実
施
し
、
舟
生
つ
ば
さ
女
子
青
年
委
員

長
を
は
じ
め
女
子
青
年
16
人
、
婦
人
会
員
10
人
、

少
年
会
員
２
人
の
計
28
人
（
現
地
参
加
13
人
含

む
）
が
参
加
し
た
。

25
日
午
後
８
時
、
教
務
支
庁
を
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
で
出
発
し
た
一
行
は
、
水
沢
、
一
関
を
経
由

し
翌
26
日
10
時
に
宿
舎
と
な
っ
た
城
山
詰
所
に

到
着
。
そ
の
後
本
部
月
次
祭
を
参
拝
し
、
午
後

は
「
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
」
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
や
美
味
し
い
バ
イ
キ
ン
グ
を
堪
能
し
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
大
会
当
日
の
27
日
は
、
先

ず
全
員
で
宿
舎
の
清
掃
ひ
の
き
し
ん
を
行
い
、

午
前
９
時
30
分
に
現
地
参
加
者
と
東
礼
拝
場
前

で
合
流
し
た
。
午
前
10
時
よ
り
本
部
中
庭
で
行

わ
れ
た
式
典
に
揃
っ
て
参
加
し
、
教
祖
140
年
祭

に
向
か
う
三
年
千
日
を
、
素
直
な
や
わ
ら
か
い

心
で
明
る
く
通
ら
せ
て
い
た
だ
く
誓
い
を
新
た

に
し
た
。
午
後
は
各
直
属
支
部
の
「
支
部
の
つ

ど
い
」
な
ど
に
参
加
し
た
後
、
午
後
６
時
お
ぢ

ば
を
出
発
。
翌
28
日
早
朝
岩
手
に
無
事
到
着
し

た
一
行
は
、
お
ぢ
ば
が
え
り
の
喜
び
を
胸
に
そ

れ
ぞ
れ
帰
路
に
着
い
た
。

今
回
、
参
加
が
叶
わ
な
か
っ
た
女
子
青
年
が
、

手
作
り
の
ス
イ
ー
ツ
や
手
編
み
の
ブ
ロ
ー
チ
を

つ
く
っ
て
大
会
へ
の
思
い
を
形
に
し
て
届
け
て

く
れ
た
り
、
お
ぢ
ば
在
住
の
女
子
青
年
と
触
れ

合
う
機
会
や
別
席
を
運
ぶ
女
子
青
年
も
あ
り
、

少
な
い
人
数
な
が
ら
も
た
い
へ
ん
意
義
深
く
実

り
あ
る
団
参
と
な
っ
た
。

こ
の
度
の
団
参
に
あ
た
り
、
教
区
各
方
面
か

ら
様
々
な
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
紙
面

を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

14
日　

少
年
会
例
会
（
12
時
）　

 

〃 

　

学
生
担
当
委
員
会
例
会　

（
19
時
30
分
）

15
日　

女
子
青
年
例
会
（
10
時
）

16
日　

役
員
会
（
10
時
）　

 

〃 

　

予
算
地
方
委
員
会
（
役
員
会
議
後
）

28
日　

青
年
会
例
会　

（
19
時
）

29
日　

祭
儀
式
勉
強
会
（
10
時
）

30
日　

厚
生
部
会
（
13
時
）

31
日　

婦
人
会
例
会
（
10
時
）

 

〃 

　

主
事
会
（
15
時
）

【
１
月
分
】

行 

事 

予 

定

鈴 

木 

眞 
彦

教
区
長　
　

　
　
　
　
　

婦 

人 

会

「
第
30
回
女
子
青
年
大
会
」
参
加
報
告
①

～
感
謝
の
心
を
お
ぢ
ば
に
つ
な
ご
う
～

高 

野　

セ 

ツ 

子　

〔
82
歳
〕

　

奥
州
支
部
・
岩
手
沢
分
教
会
長
夫
人

　

令
和
４
年
11
月
18
日
出
直
さ
れ
た
。

訃　
　

報

吉 

水　

信 

子　
　

 

〔
75
歳
〕

　

三
陸
支
部
・
宮
古
市
分
教
会
長
夫
人

　

令
和
４
年
11
月
21
日
出
直
さ
れ
た
。

山 

﨑　

朋 

代　
　

 

〔
75
歳
〕

　

花
巻
支
部
・
花
石
分
教
会
長
夫
人

　

令
和
４
年
11
月
27
日
出
直
さ
れ
た
。

共
々
に
勇
ん
で
年
祭
活
動
を

立
教
186
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
教
区
活
動
の
上
に
お
力
添
え
を
賜
り
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
れ
ば
、
昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
受

け
た
年
で
し
た
。
国
か
ら
の
行
動
制
限
や
規
制
が
徐
々
に
緩

和
さ
れ
、
観
光
地
に
は
観
光
客
が
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。
お

ぢ
ば
で
は
、
月
次
祭
の
殿
内
参
拝
者
が
、
始
め
は
各
直
属
毎

に
人
数
制
限
を
設
け
て
の
参
拝
で
し
た
が
、
そ
の
人
数
も
次

第
に
増
え
、
現
在
は
制
限
無
し
で
畳
一
畳
に
２
人
座
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
本
部
行
事
も
縮
小
や
内
容
の
変
更
等
は

あ
り
ま
し
た
が
、
殆
ど
の
行
事
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
11
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
女
子
青
年
大
会
は
大
勢

の
参
加
者
で
中
庭
が
埋
め
尽
く
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
前
に
戻
っ
た

か
の
よ
う
で
し
た
。

岩
手
教
区
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
４
月
よ
り
新
し
い
体

制
と
な
り
、
種
々
の
行
事
を
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
活
発
な
活
動
と
は
言
え
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
の
中
、
前
教
区
長
加
藤
先
生
は
「
地
域
に
開

か
れ
た
教
務
支
庁
に
」
と
の
思
い
か
ら
、
献
血
ひ
の
き
し
ん

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
、
近
隣
の
方
に
も
来
て
頂
く

べ
く
色
々
と
計
画
を
立
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

近
隣
の
方
々
が
大
勢
来
庁
し
て
下
さ
り
、
献
血
ひ
の
き
し
ん
を

始
め
て
以
来
、
初
め
て
教
外
の
方
３
名
が
献
血
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
画
期
的
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
本
部
春
季
大
祭
よ
り
、
教
祖
140
年
祭
の
三
年
千
日
が

始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
昨
年
の
秋
季
大
祭
に
お
い
て

「
諭
達
第
四
号
」
が
発
布
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
真
柱
様
御
自
ら

演
台
に
進
ま
れ
、
先
ず
各
地
よ
り
帰
参
さ
れ
た
参
拝
者
に
対
し

て
労
い
の
お
言
葉
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、
「
諭
達
第
四
号
」
を

ご
身
上
が
あ
る
中
確
り
と
丁
寧
に
力
強
く
お
読
み
下
さ
れ
、
年

祭
活
動
の
意
義
と
そ
の
通
り
方
、
指
針
を
お
示
し
下
さ
い
ま
し

た
。
真
柱
様
の
お
言
葉
を
直
に
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
目
頭
が

熱
く
な
り
ま
し
た
。

岩
手
教
区
と
し
て
年
祭
活
動
を
推
し
進
め
る
上
で
、
同
じ
地
域

に
住
ま
う
教
友
が
た
す
け
合
い
、
勇
ん
で
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
先
ず
、
６
月
24
日
よ
り
27
日

の
日
程
で
「
岩
手
教
区
全
教
会
お
ぢ
ば
が
え
り
」
を
計
画
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
年
祭
活
動
を
勤
め
切
る
に
は
、
先
ず
ぢ・

・ば
の
理
を
戴

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
思
い
に
至
っ
た
こ
と
か
ら
で
す
。

今
年
一
年
、
教
区
管
内
の
皆
様
と
共
々
に
勇
ん
で
年
祭
活
動
を

つ
と
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
何
卒
、
お
力
添
え
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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教
区
祭
事
部
で
は
、
左
記
の
よ
う
に
「
祭
儀

式
勉
強
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
基
本
作

法
と
み
た
ま
う
つ
し
に
つ
い
て
勉
強
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

記

　

日　
　

時　

１
月
29
日
（
日
）
10
時
〜
14
時

　

会　
　

場　

教
務
支
庁

　

参
加
御
供　

１
０
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

　

持 

ち 

物　

ハ
ッ
ピ
、
笏
板
、
足
袋
な
ど

　

申
込
締
切　

１
月
20
日

　

災
救
隊
岩
手
教
区
隊
で
は
、
去
る
11
月
17
日
、

「
支
部
幹
部
研
修
会
」
を
開
催
し
、
隊
員
ら
９
人

が
参
加
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
は
庁
舎
の
窓
拭
き
を
は
じ
め
、

換
気
扇
や
エ
ア
コ
ン
の
清
掃
な
ど
毎
年
恒
例
の

教
務
支
庁
の
大
掃
除
に
併
せ
て
、
教
区
訓
練
の

反
省
会
と
来
年
度
の
実
施
内
容
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
が
も
た
れ
た
。

 　

去
る
12
月
３
日
（
土
）
イ
オ
ン
モ
ー
ル
盛
岡

南
を
会
場
に
、
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
恒

例
行
事
「
ク
リ
ス
マ
ス
献
血
２
０
２
２
」
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

当
日
は
「
全
国
学
生
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
盛
岡
市
内
の
学
生

赤
十
字
奉
仕
団
を
は
じ
め
４
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
が
参
加
。「
岩
手
教
区
献
血
た
す
け
あ
い

の
会
」
で
は
、
盛
岡
支
部
を
中
心
に
６
人
が
参

加
し
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
半
ま
で
プ
ラ

カ
ー
ド
で
献
血
呼
び
か
け
の
ひ
の
き
し
ん
を
実

施
し
た
。

　

今
回
の
献
血
状
況
は
受
付
63
名
、
全
血
献
血

55
名
と
良
好
な
結
果
で
あ
っ
た
。

　

　

道
友
社
教
区
社
友

会

は
、

11

月

16

日

（
水
）
、
教
務
支
庁
を
会

場
に
、
「
支
部
社
友
研

修
会
」
を
行
い
、
７
支

部
中
６
支
部
か
ら
10

人
が
参
加
し
た
。

　

講
師
に
道
友
社
橋
本
成
年
業
務
課
長
を
迎
え
、

社
友
の
役
割
、
道
友
社
と
の
連
携
、
読
書
会
に
つ

い
て
、
ま
た
今
後
の
メ
デ
ィ
ア
活
用
な
ど
を
学

ん
だ
。
分
け
て
も
、
記
事
や
訃
報
な
ど
の
投
稿

方
法
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
っ
て
、
画

面
を
確
認
し
な
が

ら
研
修
を
行
な
っ

た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、

天
理
時
報
、
道
友

社
書
籍
を
は
じ
め
、

様
々
な
分
野
の
質

問
と
意
見
に
橋
本

講
師
が
丁
寧
に
答

え
た
。

　

教
区
学
生
担
当
委

員
会
で
は
、
去
る
11

月
13
日
（
日
）
、
教
務

支
庁
を
会
場
に
高
校

生
の
集
い
「
ま
な
び

ば
」
を
開
催
し
、
参

加
者
８
人
（
中
学
生

含
む
）
、
担
当
委
員
４

人
の
計
12
人
が
参
加

し
た
。

　

今
回
の
「
ま
な
び

ば
」
は
３
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
っ
た
。
開

会
に
あ
た
り
、
鈴
木
眞
浩
学
生
担
当
委
員
長
が

挨
拶
に
立
ち
、
続
い
て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

は
、
同
じ
道
を
歩
む
同
世
代
の
者
と
し
て
、
他

者
と
の
相
互
理
解
に
大
切
な
こ
と
を
多
く
学
ん

だ
。
最
後
に
﨑
山
陽
平
教
区
学
生
会
委
員
長
が
、

12
月
17
日
に
開
催
さ
れ
る
「
教
区
学
生
会
総
会
」

を
Ｐ
Ｒ
し
て
解
散
と
な
っ
た
。

　

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
「
参
加
し
て
よ
か
っ

た
。
次
回
も
是
非
参
加
し
た
い
。
」
と
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　

教
区
青
年
会
で
は
、
去
る
11
月
13
日
（
日
）
、

「
健
康
感
謝
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
を
開
催
し
、
青

年
会
員
ら
８
人
が
参
加
し
た
。

　

当
日
10
時
、
盛
岡
市
に
あ
る
「
ラ
ウ
ン
ド
ワ

ン
」
に
集
合
し
、は
じ
め
に
県
南
支
部
小
野
寺
貴

宏
委
員
長
が
始
球
式
を
つ
と
め
、
普
段
結
構
に

お
借
り
し
て
い
る
身
体
に
感
謝
し
な
が
ら
、
ボ

ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。
最
後
に
個
人
ス
コ
ア

の
上
位
者
に
景
品
を
渡
し
て
、
12
時
頃
解
散
と

な
っ
た
。

　

青
年
会
層
の
み
な
ら
ず
Ｏ
Ｂ
、
少
年
会
員
の

参
加
も
あ
り
、
賑
や
か
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
た
。

災　

救　

隊

　
　

「
支
部
幹
部
研
修
会
」
報
告

　

教
区
祭
事
部
で
は
、
12
月
11
日
（
日
）
、
教
務

支
庁
を
会
場
に
「
雅
楽
初
心
者
講
習
会
」
を
実

施
し
、
9
人
が
参
加
し
た
。

　

今
回
の
講
師
は
、
笙
・
権
谷
正
一
氏
（
南
平
）
、

龍
笛
・
権
谷
一
平
氏
（
南
平
）
、
篳
篥
・
田
中
範

道
氏
（
五
戸
）
の
先
生
方
に
お
つ
と
め
い
た
だ

い
た
。

　

当
日
は
、
午
前
９
時
半
に
教
務
支
庁
に
集
合

し
、
10
時
よ
り
村
松
義
則

祭
事
部
次
長
の
挨
拶
の
後
、

管
別
に
分
れ
て
「
平
調
越

殿
楽
」
の
唱
歌
、
音
の
出
し

方
、
運
指
な
ど
の
基
礎
を

学
ん
だ
。
昼
食
を
は
さ
ん

で
午
後
か
ら
は
、
管
毎
に

演
奏
練
習
を
し
た
後
、
最

後
に
三
管
揃
っ
て
「
平
調

越
殿
楽
」
を
合
奏
し
て
解

散
と
な
っ
た
。

　

初
心
者
、
経
験
者
共
、
講

師
の
丁
寧
な
指
導
に
よ
り
、

大
変
有
意
義
な
講
習
会
と

な
っ
た
。

青

年

会

　

「
健
康
感
謝
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
報
告

　

高
校
生
の
集
い　

「
ま
な
び
ば
」
報
告

　

「
ク
リ
ス
マ
ス
献
血

　
　
　

呼
び
か
け
ひ
の
き
し
ん
」
報
告

学
生
担
当
委
員
会

祭

事

部

　

「
祭
儀
式
勉
強
会
」
【
１
月
29
日
】

道　

友　

社

　
　

「
支
部
社
友
研
修
会
」
開
催
報
告

献
血
推
進
委
員
会

　

「
雅
楽
初
心
者
講
習
会
」
開
催
報
告

橋本成年講師


